
（様式第２号）

　SDGsの内容を理解しSDGs達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。

記

SDGs達成に向けた経営方針等

要件２の関連

する番号

なお取組が複数の分野にまたがる場合は、それぞれの分野を入力してください。

・要件２に記載した取組との関連性がある場合には、「要件２の関連する番号」に番号を記載して

ください。

【記載留意点】

・上記については「SDGs達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、「SDGｓ達成に向け

た具体的な取組のチェックリスト」（様式第３号）に記載いただいた取組を踏まえ、

「SDGs達成に向けた重点的な取組」を記載してください。

・指標は、原則として数値目標を記載してください。

・「環境」、「社会」、「経済」の３側面のすべてについて重点的な取組を記載してください。

環境

経済

　営業活動における紙媒体の配布物

をタブレット活用による提案、WEB

受注システムに移行するとともに、

社内の照明設備を全灯ＬＥＤ化を実

施する。

① 営業用パンフ・提案書及び受注業務

をWEBシステムに移行する。

② 現在の照明設備ＬＥＤ化率３５％を

１００％とする。

現在：社屋23/24  工場0/42  倉庫3/9
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社会

経済

　就業規則に基づき勤怠管理システ

ムを導入し、残業時間の削減、有給

取得率を向上させて、働きやすい職

場環境つくりを行う。

①有給取得率の向上　（2022年3月

65％　→　2030年　90％）

②時間外労働時間の短縮　（2022年3月

を100％ととし、2030年　60％以下へ）

※毎年5％程度短縮

3  10

　地球規模で「大地」の生み出す恵みの一つであるコーヒーの製造販売を通して、コーヒー農園の

風をコーヒーの香りとともにお届けし、人々の日常の生活に豊かな潤いと円滑なコミュニケーショ

ンをもたらすことを願い、SDGsの理念に沿った活動を展開してまいります。

３側面 SDGｓ達成に向けた重点的な取組 2030年に向けた指標

環境

社会

経済

「食品ロス削減」と「貧困支援」に

取り組む民間団体のフードバンク事

業に賛同し、弊社の取り扱う食材等

を継続して寄贈することにより社会

貢献を果たす。

① 毎年継続的に食材等を寄贈する。

② 食品ロスを削減し、廃棄量を現在の

５０％以下に削減する。
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